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環境特集は毎年の特集テーマと
なっていて，環境関連の特集も多い
ですが，地球温暖化対策に絞った特
集は今回が初めてとなりました。地
球温暖化対策は広範な分野に及びま
すが，建設施工に限定すれば編集範
囲は限られてきます。
巻頭言は，東京大学生産技術研究

所の沖大幹教授に執筆をお願いしま
した。「気候変動の光と影」と題して，
懐疑論にも言及しながら，人為起源
の二酸化炭素排出による地球温暖化
の蓋然性，その気候変動による社会
へのさまざまな影響は客観的に推計
可能としながらも，大所高所の見地
からの対応を薦められています。
行政情報は，国土交通省の建設施

工の地球温暖化対策について，主に
建設機械の CO2 削減対策について
の執筆を頂きました。
特集報文では，業界としての取組

み，また建設機械メーカ，施工会社
個々の取組みを紹介して頂きまし
た。
業界の取組みとしては，建設 3

団体の温暖化防止活動について，
JCMAの製造業部会・機械部会の
取組み，そして，情報化施工による
温室効果ガスの排出抑制について執
筆をお願いしました。
建設機械メーカでは，最近，ハイ

ブリッド建機がスポットを浴びてい
ますが，既に数多く紹介されていま
す。そこで，本号ではカーボンニュー

トラルのバイオ燃料（BDF）導入
プロジェクト，林業機械へのカーボ
ンオフセット適用事例 ，建機の省
燃費運転について紹介しました。
施工会社では，ハイブリッドシス

テムを搭載した環境配慮型深層混合
処理船の開発，ハーモニカ工法によ
る立体工事をモデルとした CO2 排
出量の評価，常温施工型の加熱アス
ファルト混合物マイルドミックスを
取上げました。
「交流のひろば」は，地球温暖化
対策と密接な関係がある資源エネル
ギーについて，おどろきの話をシス
テム工学研究所の中澤直樹氏にして
頂きました。
先日の名古屋市での生物多様性条

約締約国会議（COP10）は，遺伝
資源の利益配分を定めた「名古屋議
定書」と，2010 年以降の保全目標「愛
知ターゲット」の２主要議題を採択
し閉幕しました。京都議定書に続き，
日本の地名を付けた議定書が２つに
なり，今後，地球環境保全のため日
本の責任ある行動が求められていま
す。
さて，5月から編集作業に取組み，

方針，素案，計画の各段階を経て，
漸く校正も概ね終り，発刊に向けて
最終工程に入っています。最後にな
りましたが，お忙しいなか執筆頂い
た方々，話題を提供して頂いた方々，
その他編集に協力して頂いた方々有
難うございました。厚く御礼申し上
げます。 
 （岡本・石倉）

12 月号「鉄道における建設施工特集」予告
・鉄道整備における PPP等による民間資金の活用方策
・我が国鉄道システムの海外展開
・北海道新幹線 津軽蓬田トンネル（SENS 工法）の施工
・ドバイメトロでの大型建設機械による大規模歩道橋の急速施工
・トルコボスポラス海峡横断鉄道トンネルの施工
・九州新幹線　松原線路橋の施工
・大断面鋼鉄道箱桁橋の送出し架設
・京急蒲田駅付近連続立体交差事業における直接高架工法の適用
・東北縦貫線工事
・九州新幹線　熊本総合車両基地の盛土工事の施工
・都市部における鉄道線増連続立体交差工事の一例
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